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冬道の事故防止 管理者の確かな点呼で事故防止

○ 冬道走行は、『減速』と『十分な車間距離』の併用

○ 視界不良時は、『乗用車は自分よりも見えていない』と考え、スピード調整を。

【だいじょうぶだろう運転から、かもしれない運転に切り替えましょう】

○ 冬道は…見えない、滑る、曲がれない、止まれない

○ 『視界不良』時は・・・安全な場所で停車し、運行を中止しましょう

○ 冬道での追い越し・車線変更は事故に直結 危険な追い越し 生命の危険

北海道で猛吹雪 スリップや横転事故
２０１９．０１．１７ １７：３７

北竜町の国道沿いでは、猛吹雪のせいか、大型車両が完全に横転してしまっている。天候が午後５時前現在も

悪化し続けていることもあり、車両を引き上げたくても何件も断られたという。

１７日の午前中から留萌市内で取材をしていたが、時折、猛吹雪となり、ホワイトアウトで全く前が見えない

状況になることも多々あった。

名寄 悪天候 クレーン車と軽乗用車が衝突
軽乗用車の夫婦死亡

２０１９年０１月１７日 ２２時０２分

１７日午後５時すぎ、名寄市の国道で軽自動車が大型クレーン車と衝突する事故があり、軽自動車に乗ってい

た８０代の夫婦が死亡しました。当時、現場は吹雪で見通しが悪かったということで、道内では雪の中での交通

事故が相次ぎました。クレーン車を運転していた男性（４８）にけがはありませんでした。

北竜町 吹雪で視界が悪かった
タンクローリーが雪山に接触 後続車が次々衝突 ２人けが

２０１９年０１月１７日 １７時０８分

１７日午前１０時ごろ、空知の北竜町の深川・留萌自動車道で、タンクローリーが道路脇にある雪山に接触し

て横向きになり、そこに後続の車が次々に衝突するなどしてあわせて６台が絡む事故となりました。警察により

ますとこの事故で、車を運転していた男性２人がひざや腰に軽いけがをしたということです。警察によりますと

、当時、現場付近は吹雪で視界が悪く、路面は圧雪状態だったということです。

留寿都 ホワイトアウト 追突事故
吹雪で停車中の路線バスに観光バスが追突

２０１９／０１／１８ ０７：２７

１７日午後４時ごろ、後志管内留寿都村留寿都の国道では観光バスが吹雪で停車していた路線バスに追突。計十

数人の乗員乗客にけがはなかった。倶知安署によると、暴風雪で視界が失われるホワイトアウト状態で、追突し

たバスの運転手は「気付くのが遅れた」。


